
増補版　敗北を抱きしめて（全2冊） 岩波書店
ジョン・ダワー　各2,835円
敗戦後日本人の苦難の歩みを描いて，日本中に感動を巻き起こした名著。

思想課題としてのアジア  岩波書店
山室信一　9,240円
東アジアの近代が形成される中、日本はどんな役割を果たし、どうアジアを認識したか。

仏独共同通史　第一次世界大戦（全2巻） 岩波書店
ベッケール、クルマイヒ　各3,360円
その後の世界のあり方を決定的に変えた大戦。仏独両国の研究の第一人者が共同執筆。

ぼくはお金を使わずに生きることにした 紀伊國屋書店
マーク・ボイル　1,785 円
貨幣経済を根源から問い直し、真の「幸福」を問う「カネなし生活」体験記。

共感の時代へ　動物行動学が教えてくれること　 紀伊國屋書店
フランス・ドゥ・ヴァール　2,310円
「共感」を基盤とする新たな社会の構築を！　世界的な動物行動学者の提唱。

戦後日本スタディーズ　①40・50 年代　 紀伊國屋書店
岩崎稔ほか編著　2,520円
封印された記憶を言語化する。「戦後」を問い直すための見取り図を提示。

日本政治の大転換　 勁草書房
F.ローゼンブルース・M.ティース／徳川家広訳　2,940円
日本の政治・経済に生じた大きな地殻変動の要因を暴く。

戦争の論理　 勁草書房
加藤陽子　2,310円
歴史の闇に埋もれた戦争にまつわる制度や組織や論理を精緻に発掘する。

戦争を読む　 勁草書房
加藤陽子　2,310円
戦争にまつわる書物を縦横に読み解き、時代の様相に鋭く迫る書評集。

「統治」を創造する　 春秋社
西田亮介、塚越健司編著　1,890円
情報技術（SNS)が政治や社会と、私たちのあり方を変える。

〈戦争の世紀〉を超えて　わたくしが生きた昭和の時代 春秋社
吉武輝子　2,100円
戦争と暴力を自らの体験をこめて描いた労作。語り継がれるべき現代史。

日中歴史認識　 東京大学出版会
服部龍二　3,360円
「田中上奏文」を主題に、今日に至るまでの日中関係と歴史認識問題の全体像を描く。

中国問題　 東京大学出版会
毛里和子・園田茂人編　3,150円
第一線の研究者が、大国が抱える問題と近未来の姿に迫る。

大人のための近現代史　19世紀編 東京大学出版会
三谷博、並木頼寿、月脚達彦編　2,730円
「近代化」の時代を、日本史、中国史、朝鮮史など複数の視点から叙述する。

台湾海峡一九四九　 白水社
龍應台著／天野健太郎訳　2,940円
時代に翻弄された「敗北者」の声に耳傾けた歴史ノンフィクション。

現代中国女工哀史　 白水社
レスリー・Ｔ・チャン著／栗原泉訳　2,940円
逆境にもめげず、たくましく生きる若い女性の姿を描いた傑作ルポ。

倒壊する巨塔　アルカイダと「9・11」への道（上・下） 白水社
ローレンス・ライト著／平賀秀明訳　各2,520円
次第に惨劇に向かってゆく様は戦慄を覚える。ピュリツァー賞受賞。

積乱雲の彼方に〈新装版〉 法政大学出版局
江藤千秋　1,800円
学友を鎮魂するため、証言と日記をもとに、“中学生学徒動員”の軌跡を追う。

グーテンベルク銀河系の終焉　 法政大学出版局
ノルベルト・ボルツ　3,500円
コンピュータや電子メディアの情報伝達社会における新たなメディア論を提示する。

情報時代の到来　 法政大学出版局
ダニエル・リチャード・ヘッドリク　3,900円
欧米における情報システムの発展を郵便や電信技術の発明などの歴史で具体的に論じる。

１９６８年　反乱のグローバリズム みすず書房
ノルベルト・フライ　3,780円
〈1968年〉を世界史に位置づけた、現代史家による最も評価の高い書。

天皇の逝く国で［増補版］　《始まりの本》 みすず書房
ノーマ・フィールド　3,780円
昭和の終焉という緊張感のなかでの三つの抵抗から、日本の「今」を見つめる本。

昭和　戦争と平和の日本 みすず書房
ジョン・W．ダワー　3,990円
「何を問うべきか」。敗戦という激変の底流をなした「連続性」をテーマにした本。

EUを考える（現代世界――その思想と歴史 3）　 未來社
田中浩編　2,520円
重要な政治・経済共同体であるEUのこれからを展望する充実の書。

いま、哲学とはなにか　 未來社
小林康夫編　2,100円
哲学はどこへ向かうのか。充実の執筆者19名による応答集。

モダン・コンピューティングの歴史　 未來社
ポール・E・セルージ　6,090円
20世紀を俯瞰する技術と社会の壮大な年代記。

岩波書店創業 100 年を記念し、岩波ブックセンター信山社では、過去・現在・未来へと伝えられ、書店としていつまでも大事に売っていきたい
本の数 を々、＜書物復権＞9社の協力を得て、6回連続で展示いたします。
第 2回の4月開催のテーマは、「現代史はここから始まる」です。今回揃えられた書籍は、それぞれが書かれた時代を定義するとともに、現代
へ向かうベクトルをもって、読む人にはたらきかけています。不安定な、「現代」を理解するための必読の書の数 を々ご覧ください。

岩波ブックセンター  信山社　連続フェア
（全6回／2013年3月～8月）のご案内

～大事に売っていきたい本～

現代史はここから始まる［2013年4月展開］ ＊価格は税込みです。

◁◁◁ 3月展開《古典再読》 5月展開《思想の十字路》▷▷▷


